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豪ドルと米ドルの為替レート 

豪ドルと米ドルの組み合わせ効果 

米ドルの 

下落局面① 

米ドルの 

下落局面② 

出所：ブルームバーグ、期間：2000年1月末～2015年7月末 

米ドル下落局面①期間：2002年2月末～2004年3月末、米ドル下落局面②期間：2007年6月末～2012年1月末 

過去の米ドル下落局面において、豪ドルは米ドルと異なる動きを示しています。 

上記は経済や市場等の過去のデータであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。 
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米ドルとは逆に豪ドルは上昇 豪ドル下落幅は軽微に留まる 
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豪ドルと米ドルの組み合わせ効果 

出所：ブルームバーグ、期間：2000年1月末～2015年7月末 

米ドル下落局面①期間：2002年2月末～2004年3月末、米ドル下落局面②期間：2007年6月末～2012年1月末 

1ヵ月金利は各期間における平均値です。 

(年/月) 

上記は経済や市場等の過去のデータであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。 

【政策金利の推移】 

(%) 

豪州と米国の金利水準 

豪州金利は、米国に比べ相対的に高い水準で推移しています。 
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豪ドルと米ドルの組み合わせ効果 

豪ドルと米ドルの組合せ効果の検証 

米ドルに豪ドルを組み合わせることにより、効率の良い運用が期待できます。 

豪ドル100%（金利含む） 

米ドル100%に比べ、 

リスクを大きく高めることなく、リターンが向上 

リターン リスク リスク・リターン効率 

6.9% 14.9% 0.47 

リターン リスク リスク・リターン効率 

5.2% 10.7% 0.49 

リターン リスク リスク・リターン効率 

3.1% 9.6% 0.32 

米ドル100%（金利含む） 

米ドル50%＋豪ドル50%（金利含む） 

(年/月) 

出所：ブルームバーグ、期間：2000年1月末～2015年7月末（2000年1月末を100として指数化、月次データを使用） 
各通貨パフォーマンスは、1ヵ月金利による運用（月次リバランス）であり、ブルームバーグのデータに基づきゴールドマン・サックス・アセット・マネジメン
トが算出。 

上記は経済や市場等の過去のデータであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。 

リスク対比リターンの向上 
米ドルに豪ドルを加えることにより、相対的高金利の享
受と通貨分散効果から、リスクをさほど高めることなく、
リターンの向上が期待できます。 

米ドル×豪ドル組合せのポイント： 

豪ドルの相対的高金利は重要な収益源泉です。 豪ドルの相対的高金利 ● 

通貨の分散効果 
豪ドルの為替レートは米ドルと異なる動きをすること
から、分散効果が期待できます。 ● 

● 

通貨パフォーマンス（金利含む、円評価） 

【通貨パフォーマンスの推移】 
（金利含む、円評価） 


